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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
皆
様
に
は
シ
ル
バ
ー
事
業
運
営
に
対
し、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
社
会
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
働
く
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
社
会
参
加
を
求
め
、
生
き
が
い
の
充
実
を
楽
し
む
た
め
私

達
シ
ル
バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
蒲
郡
市
も
高
齢
化
が
進
み
、
昨
年
よ
り
蒲
郡
市
か

ら
の
受
託
で
「
ワ
ン
コ
イ
ン
お
助
け
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が
身
の

回
り
の
小
さ
な
事
で
困
っ
て
い
る
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
も
永
く

続
け
て
ゆ
く
に
は
細
か
い
心
遣
い
で
丁
寧
な
仕
事
が
大
切
で
す
。
「
我
々
も
高
齢
者
だ

か
ら
少
し
ぐ
ら
い
は
手
抜
き
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
え
の
気
持
ち
は
厳
禁
で

す
。
今
年
も
安
全
第
一
で
仕
事
の
達
成
感
で
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
、
市
政
各
般
に
あ

た
り
深
い
ご
理
解
と
と
も
に
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
昨
年
の
七
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
と
「
ワ
ン

コ
イ
ン
お
助
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
順
調
な
滑
り
出

し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
、
よ
り

一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
会
員
皆
様

の
ご
活
躍
及
び
、
幅
広
い
受
託
事
業
の
拡
大
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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大
竹
貫

一（
新
井
町
）

浅
井
希
公
次
（府
相
町
）

笠
原
勝
義
（三
谷
町
）

大
場
加
代
子（
竹
島
町
）

浅
井
文
江
（水
竹
町
）

藤
田
多
江
（西
浦
町
）

三
浦
栄
子
（三
谷
町
）

大
島
孝
子
（堀
込
町
）

白
川
恵
理
子（
竹
谷
町
）

三
浦

修

（形
原
町
）

武
田
忠
男
（清
田
町
）

山
田
久
美
（
神
明
町
）

遠
山
千
恵
子（
中
央
本
町
）

浅
井
浩
子
（
府
相
町
）

鈴
木
孝
征
（竹
谷
町
）

酒
井
基
二（
竹
島
町
）

大
桑

健
（竹
谷
町
）

稲
吉
利
江
（形
原
町
）

松
下
美
佐
子（
形
原
町
）

平
野
富
子
（
神
明
町
）

柴
田
隆
由
（形
原
町
）

薮
本
君
代
（ご
不〈口町
）

千
賀
啓
子
（
神
明
町
）

岡
本
京
子
（
清
田
町
）

壁
谷
つ
ぎ
子
（
形
原
町
）

小
田
敏
信
（
八
百
沼
町
）

足
立
健
三（
大
塚
町
）

近

藤

明

（竹
谷
町
）

坂
部
岩
雄
（金
平
町
）

稲
吉
元
則
（西
浦
町
）

菊
間
昇
司
（
形
原
町
）

望
月
克
師
（大
塚
町
）

梅
田
茂
夫
（形
原
町
）

伴

憲
隆

（水
竹
町
）

水
野
絹
子
（
西
浦
町
）

笠
原
時
子

（三
谷
町
）

鈴
木
末
良
（拾
石
町
）

白
川
元
重
（竹
谷
町
）

吉
見
す
み
子（
西
浦
町
）

川畑
千
鶴
子（
御
幸
町
）

小
林
親
司
（柏
原
町
）

市
川
正
憲
（一

色
町
）

坂
口
城
光
（宝

町

）

中
瀬
文
男
（形
原
町
）

山
口
さ
よ

（拾
石
町
）

佐

木々
四郎
（三
谷
町
）

伴
野
幸
子
（三
谷
町
）

川嶋
み
さ
子

（竹
谷
町
）

壁
谷
義
臣
（形
原
町
）

竹
添
逸
雄
（形
原
町
）

榊
原
俊
夫
（三
谷
町
）

広
浜
幸
雄
（三
谷
北通
）

壁
谷
恵
子
（
形
原
町
）

高
木
好
正

（大
塚
町
）

石
谷
光
子
（
平
田
町
）

青
山
サ
ヨ子（
西
浦
町
）

岡
本
光
司
（
清
田
町
）

安
藤
和
子
（
三
谷
町
）

金
津
俊
和
（平
田
町
）

富
川
勝
義
（形
原
町
）

坂
部
政
子
（金
平
町
）

川
上ヒ
フミ（
形
原
町
）

鈴
木
好
子
（形
原
町
）

上
村
松
夫
（大
塚
町
）

北

川

粛

（本

町

）

酒
井
孝
雄
（御
幸
町
）

松
山
国
人
（竹
谷
町
）

末

久

勉

（一ニ
谷
北通
）

水
越
和
子
（
平
田
町
）

松
山
恭
子
（
竹
谷
町
）

松
井
良
高
（
竹
谷
町
）

山
田

一
治
（大
塚
町
）

牧
原
忠
男
（
鹿
島
町
）

森

泰

隆

（鹿
島
町
）

水
藤
節
子
（
三
谷
町
）

金
山
清一

（一二
谷
北通
）

大
場
義
之
（豊
岡
町
）

平
石
伸
子
（西
迫
町
）

本
多
町
子（
本

町

）

杉
浦
真
佐
子
（三
谷
町
）

足
立
さ
代
子
（竹
谷
町
）

中
島
正
美
（
大
塚
町
）

湾
藤
淳
二
（
大
塚
町
）

山
川
幸
康
（松
原
町
）

本
田
千
秋
（宮
成
町
）

山
口
や
す
子
（
鹿
島
町
）

高

橋

輝

（＝一
谷
町
）

竹
添
福
子
（形
原
町
）

山
口
ち
づ
子
（形
原
町
）

大
津
孝
光
（三
谷
町
）

九
十
二
名

一お
め
て
と
う

一功
労
会
員
の
み
な
さ
ん

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

V
愛
知
県
知
事
表
彰

樫

尾

勇

V
愛
知
県
知
事
表
彰

児
玉

義

弘

（
長
寿
会
員
）

（
模
範
会
員
）

V
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
会
長
表
彰
（
優
秀
役
員
）

尾

崎

清

V
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
会
長
表
彰
（
模
範
会
員
）

伴

二

三
夫

牧

原

恵

子

牧
野
す
み
子

高
橋
千
代
子

千
賀

正
博

昨
年
十
月
二
十
五
日
、
名
古
屋
市
高
年

大
学
航
城
学
園
ホ
l
ル
に
お
い
て
「
平
成

二
十
八
年
度
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
推
進
交
流
大
会
」
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、

シ
ル
バ
ー
事
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
会
員
、
役
員
に
対

し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蒲
郡
市
か
ら
は
、

県
知
事
表
彰
二
名
、

連
合
会
会
長
表
彰
六
名
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ー迭人股立20周年担金大会一

知県シルバー人悦ンタ二事業推進安海大会

栄
え
あ
る
賞
に
感
謝

樫

尾

勇

こ
の
度
は
、
愛
知

／
 E

県
知
事
表
彰
と
い
う

・

栄
え
あ
る
賞
を
賜

り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

入

会
し
て
十
五
年
、
主
に
公
園
清
掃
や
草
刈

り
の
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
退
職
後
、

大
き
な
病
気

一
つ
せ
ず
こ
こ
ま
で
過
ご
せ

た
の
は
、

一
重
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
趣
味
の
家
庭
菜
園
と
シ
ル
バ
ー
の

仕
事
を
、
体
力
の
続
く
限
り
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

激

児
玉
義
弘

こ
の
度
、
愛
知
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
法
人
設
立
二
十

周
年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
、

愛
知
県
知
事

よ
り
模
範
会
員
の
表
彰
を
頂
き
、
誠
に
光

栄
な
事
と
感
激
致
し
ま
し
た
。

人
生
九
十
年
時
代
の
今
、
私
も
今
年
傘

寿
を
迎
え
、
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
蒲
郡
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
、
力
の
限
り
努

力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



受
賞
の
喜
び

尾
崎
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こ
の
度
、
愛
知
県

シ
ル
バ
ー
連
合
会
会

長
よ
り
優
秀
役
員
と

し
て
表
彰
の
栄
を
受
け
た
こ
と
は
喜
び
と

感
謝
で

一
杯
で
す
。
平
成
二
十
二
年
に
理

事
に
選
任
さ
れ
本
年
七
月
に
監
事
に
就
任

し
ま
し
た
。

毎
月
開
催
さ
れ
る
理
事
会
で
は
疑
問
点

は
質
問
す
る
な
ど
積
極
的
に
発
言
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

微
力
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

役
立
つ
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

草
刈
り
一
一
筋
十
三
年伴

二
三
夫

公益社団法人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

に
入

っ
て

十
三
年
草
刈
り

一
筋

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
愛
知
県

シ
ル
バ
ー
よ
り
会
長
表
彰
を
頂
き
今
迄

一

生
懸
命
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
常
に
お
客
様
が
満
足
し
喜
ん
で

も
ら
え
る
事
を
心
掛
け
て
、
仲
間
と
協
力

し
助
け
合
い
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
が
出
来
る
事
と
、
健
康
で
い
る
事

に
感
謝
し
、
体
力
の
限
界
ま
で
草
刈
り
班

で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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健
康
て
働
く
喜
び

清

牧
原
恵
子

こ
の
度
、
愛
知
県

シ
ル
バ
ー
連
合
会
長

表
彰
を
頂
き
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
を
知
っ
て
入
会
し
今
の
ス
ー

パ
ー
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
楽
し

く
仕
事
を
し
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。
健

康
で
仕
事
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
送

る
事
が
出
来
毎
日
が
喜
び
で
す
。
職
場
の

皆
さ
ん
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
、
今
の

私
に
は
心
か
ら
感
謝
で
す
。

健
康
と
仕
事
に
感
謝牧

野
す
み
子

主
人
に
勧
め
ら
れ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
っ
て
十
年

が
経
ち
ま
し
た
。
今
迄
外
で
働
い
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
仲
間
と
出
会

い
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

孫
に
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
毎
日
元
気
で
よ

く
し
ゃ
べ
る
様
に
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
た

事
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
度
愛
知
県
シ
ル

バ
ー
連
合
会
会
長
賞
を
頂
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
仕
事
と
健
康
に
、
毎

日
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
」

と

「あ
り
が
と
う
」

高
橋
千
代
子

こ
の
度
は
、
愛
知

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
推
進
交

流
大
会
に
お
い
て
、
表
彰
を
賜
り
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
十
年
が
経
過
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
で
の
仕
事
も、

若

い
職
員
さ
ん
達
か
ら
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

き
日
々
、
楽
し
く
就
業
し
て
い
ま
す
。
健

康
第
一
、
自
己
管
理
を
し
っ
か
り
し
、
支

え
て
下
さ
る
方
々
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
続
け
て
い
き
ま
す
。

良
い
仲
間
と
就
業
し
て
い
ま
ナ

千

賀

正

博

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入

っ
て、

草
刈
り
・
伐
採

・
勢

定
な
ど

一
日
が
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
て

い
ま
す
。
草
の
刈
り
方
、
樹
木
の
切
り

方
、
男
定
の
仕
方
な
ど
仲
間
七
人
と
話
し

合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
就
業
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
愛
知
県
シ
ル
バ
ー

連
合
会
会
長
表
彰
を
頂
き
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
事
を
生

き
が
い
に
こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
限
り
頑

張
り
ま
す
。

一平
成
二
十
八
年
度

一
上
期
の
事
業
報
告
と
現
況

九

月

末

の
受

託

事

業

収
入
は
、

一億
二
千
万
円
超
で
前
年
同
期
を
上
ま
わ
り

順
調
に
推
移
し
、
派
遣
事
業
も
好
調
で
す
。

昨
年
度
は、

今
迄
に
な
い
好
成
績
で
、

派
遣
事
業
は
、
契
約
金
額
三
千
九
百
万
円

で
県
内
五
十
七
、
ン
ル
パ
l
中
五
位
で
し
た
。

ま
た
、
特
出
し
た
の
は
会
員
数
が

十

%

（四
十
八
人
）
増
え
、
県
内
三
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
た
事
で
す
。
東
海
四
県
で
は
五
位

で
し
た
。

全
国
シ
ル
バ
ー
で
は
、
三
年
前
か
ら
派
遣

契
約
と
会
員
増
を
二
大
重
点
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
六
十
五
歳
超
の
高
齢

者
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
に
、
会
員
数

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
国
の
補
助
金
が
確

保
し
に
く
い
現
況
で
す
。
当
シ
ル
バ
ー
も
五

j
六
年
会
員
数
も
契
約
金
額
も
横
ば
い
で

し
た
が
、
昨
年
役
員
職
員
が
決
起
し
、

こ

の
二
大
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
ラ
ン
キ
ン
グ
が
東
海
四
県
に
広
ま

り
、
ど
ん
な
運
営
で
会
員
が
増
え
る
の
か
、

問
合
せ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
豊
川
市
、
東

浦
町
、

三
重
県
亀
山
市
、
静
岡
県
二
十

市
町
村
シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明
会
の
視
察

来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
十
月
末
で

六
十
八
名
の
会
員
増
が
あ
り
各
シ
ル
バ
ー
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
就
業
も

順
調
で
家
事
援
助
、
清
掃
等
受
注
が
多
く
、

只
今
「
女
性
会
員、

大
募
集
中
で
す
」



(4) 

学
を
し
て
石
和
温
泉
「
ホ
テ
ル
ふ
じ
」
に

間
盟
国
闘
目
mm回
目

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
石
和
温
泉

「
や
っ
ぱ
り
東
京
さ
お
も
し
ろ
い
」

柴

田

明

平成29年1月

前
日
の
雨
天
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
絶

好
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
恒

例
の
神
社
め
ぐ
り
と
い
う
こ
と
で
、
身
曾

岐
神
社
参
拝
。
途
中
の
中
央
高
速
か
ら
み

た
車
窓
の
富
士
山
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ス
ト
ー
ン
エ
ッ
グ
、
ワ
イ
ナ
リ
！
の
見

蒲郡市シルバー人材センター公益社団法人

宿
泊
、
初
日
と
い
う
こ
と
で
車
中
、
夜
の

宴
会
と
カ
ラ
オ
ケ
全
開
、
た
い
へ
ん
盛
り

あ
が
り
み
な
さ
ん
鐘
三
つ
状
態
で
し
た
。

す
ば
ら
し
い
、
と
て
も
シ
ル
バ
ー
と
思
え

な
い
パ
ワ
！
で
し
た
。

一一
日
目
も

青
空
に
恵
ま

れ
ス
カ
イ
ツ

リ
l
へ、

多

勢
の
人
た
ち

が
四
五

O
m

の
展
望
を
た

の
し
ん
だ
よ

う
で
す
。
東

京
と
い
え
ば

浅
草
、
仲
見

世
通
り
を
堪
能
、
外
国
人
の
多
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
次
は
築
地
場
外
市
場
で
お

買
物
、
マ
グ
ロ
の
冊
は
お
い
し
か
っ
た
ね
。

締
め
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム
で
全
員
に
お
み
や

げ
で
楽
し
い
旅
も
終
了
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
開
催

第
三
回
東
三
河
シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
、
十

一
月
二
十
六
日

三
谷
水
神
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
百
三
十
七
名
の

参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
稲
葉
蒲
郡
市
長

・
今
枝
衆

議
員
議
員
も
応
援
に
駆
け
付
け
て
励
ま
し

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
が
三
回
目
で
す
が
、

今
ま
で
に
な

い
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
暖
か
い
日
差
し
の

中、

「入
っ
た
」
「あ
あ
、

残
念
だ
」
な
ど
声

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
和
気

あ
い
あ
い
の
一
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
後
の
総
合
優
勝
を
決
め
る
ニ

ア
ピ
ン
大
会
は
参
加
者
全
員
が
見
守
る

中、

大
変
盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に

M
l

し
で
も
大

成
功
に
終

わ
っ
た
の

は
、
役
員
、

職
員
、
委

員
さ
ん
の

ご
協
力
の

賜
物
と
思

い
ま
す
。

女
子

宇
佐
美
す
み
子
（
豊
橋
）

吉
見

知
子（
蒲
郡
）

松
井

チ
イ
（豊
橋
）

竹
本

玲
子（
浦
郡
）

小
樽

節
子（豊
橋
）

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

総
合
優
勝

男

子

鈴
木

信
芳

（新
城
）

総
合
優
勝

女

子

太
田

千
恵
子

（新
城
）

（赤
コ
l
ス
）
男
子

優
勝

中
村

信醇（
豊
川
）

2
位
鋤
柄
保
一（
蒲
郡
）

3
位
門
谷

義
雄
（豊
川
）

4
位

原
田

安
雄
（新
城
）

5
位
竹
村

幸
雄
（車
川
）

（青
コ

l
ス
）
男
子

優
勝

鈴
木

信
芳
（新
城
）

2
位

工
藤

俊
二（豊
川
）

3
位

尾
崎

清
（蒲
郡
）

4
位

藤
城

秀
二（
田
原
）

5
位

安
井
賢
一郎
（蒲
郡
）

女
子

太
田
千
恵
子
（
新
城
）

小
田

旦（
浦
郡
）

羽
田

よ
し
（蒲
郡
）

壁
谷

光
子（
蒲
郡
）

白
井

マ
サ
（新
城
）



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
し
い
事
業
の
ご
紹
介

・
ま
ご
こ
ろ

D
E
ち
ょ
い
ポ
ラ

目
頑
張
っ
て
い
る

棄
さ
ん

お
話
を
伺
し1
ま
し
た

蒲郡市シルバー人材センター

「
ま
ご
こ
ろ

D
E
ち
ょ
い
ボ
ラ
」
に
参
加
し
て

三
谷
町
岩
瀬
精
孝

私
は
、
乃
歳
に
な
り
ま
す
が
今
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
し
て
会
館
管
理
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
野
菜

作
り
や
「
蒲
郡
山
友
会
二
ニ
河
美
養
さ
と
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ
ン
ス
、英
会
話
教
室
、
古
代

歴
史
勉
強
会
、
認
知
症
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
ま
ご
こ
ろ
D
Eち
ょ
い
ボ
ラ
の
会
員
に
登
録
し、

8
月

か
ら
毎
月
活
動
し
て
い
ま
す
。

訪
問
先
は
、
活
動
受
入
れ
施
設
の
中
か
ら
自
宅
に
近
い
施

設
を
選
び
自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
「草
取
り
」
は
、
体
力
を
使
い
大
変
で
す
が
体
を

動
か
す
事
で
運
動
に
も
な
り
ま
す
。「
話
し
相
手
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
手
伝
い
」
は
、
相
手
（
利
用
者
様
）
の
名
前
・
人
柄

や
癖
を
覚
え
て
の
応
対
が
不
可
欠
な
為
、

大
変
難
し
さ
を
を
感
じ
て
い
ま
す
。
白
川
一

施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
こ
れ
思
ー

か
ら
も
自
分
の
事
は
出
来
る
限
り
自
分
で
諜
－

し
、
ま
た
グ
リ
ー
ン
ス
ム
l
ジ
l
を
取
り
い
れ
ぽ

た
食
事
な
ど
で
健
康
管
理
を
し
て
長
く
活
噌

動
を
続
け
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ

－
ワ
ン
コ
イ
ン
お
助
け
サ
ー
ビ
ス

7
月
か
ら
始
ま
り
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す（

発
注
者
の
声
）

毎
週
月
曜
日
に
数
個
の
可

燃
ゴ
ミ
（

一
週
間
分
）
が
あ

り
ま
す
。
足
が
不
自
由
で
自

宅
か
ら
印

m
程
離
れ
た
ゴ

ミ
収
集
場
迄
の
聞
に
は
、
車

が
良
く
通
る
箇
所
も
あ
る
為

「
ワ
ン
コ
イ
ン
」
の
会
員
の

方
に
ゴ
ミ
を
出
し
て
も
ら
い

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
会
員
の
声
）

ー

υ出

－JK
血
、ミゴ

ワ
ン
コ
イ
ン
の
作
業
は
、
体
を
動
か
す
事
で
多
少
な
り

と
も
自
分
の
運
動
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
又
発
注
者
の
方

か
ら
も
感
謝
さ
れ
、
大
変
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

公益社団法人平成29年1月

円
同
闘
闘
闘
回
開
削
幽
悶
悶
醐
闘
圃
・
・
・

日

時

一

平

成

m年
2
月
初
日
（
月
）
日
時
却
分
1

場

所

一
蒲
郡
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
2
階

問
合
せ
先
一
事
務
局
六
九

l
O三
二
八

講
習
を
受
け
る
と
、
「
ち
ょ
い
ポ
ラ
」
の
会
員
に
な
れ
ま
す
。

（
伍
歳
以
上
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
）

(5) 

--u－晶画
日常生活のちょっとしたお困り

ごとを500円で、シルバー会員が
お手伝いします。（1作業30分程度）
・ゴミ出し ・資源物の分別
・電球の交換 ・簡単な家具の組立
・植木の水やり ・洗濯物・布団干し芯ど
対象者一65歳以上の高齢者のみの世帯、

または65歳以上の高齢者と障害者の世帯

信担・・・E

病院の付き添い

園
閥
幽
闘
闘
闘
闘
闘
閤
闘
闘
圃
－

E

平
成
二
十
八
年
度
は
、

一二
回
開
講
し
ま
し
た
。

「
介
護
送
迎
運
転
手
」
講
習

園
田

実
施
日
七
月
一
日

i
二

日

葛

姐

国

会
場
蒲
郡
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

伊

池

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
介
護

呼
f

に
係
る
仕
事
が
確
実
に
増
加
す
る
事
が
『

μ

予
想
さ
れ
ま
す
。

M
叫

介
護
現
場
の
知
識
と
介
護
施
設
で
の
蜘
幽

運
転
に
係
る
安
全
運
転
マ
ナ
ー
を
習
得
額
h

し
て
、
関
係
す
る
事
業
所
等
へ
の
就
業
調
圃

の
手
助
け
に
な
る
様
企
画
し
ま
し
た
。

抑

制

「
接
遇
」
講
習

実
施
白
八
月
十
八
日

1
十
九
日

会
場
蒲
郡
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

接
遇
の
印
象
を
良
く
す
る
為
に
状
況
や

、

立
場
毎
に
よ
る
応
対
を
習
得
す
る
事
で
職

場
で
重
視
さ
れ
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
た
話
し
方
や
応
対
を
ロ
l
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
通
じ
て
学
べ
る
様
企
画
し
ま
し
た
。

「
庭
木
管
理
」
講
習

実
施
日
九
月
五
日
j
六
日

会
場
蒲
都
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
・
蒲
郡
荘
（
実
習
）

簡
単
な
庭
木
男
定
の
基
礎
知
識

や
技
術
を
講
習
と
実
習
を
通
じ
て

学
べ
る
様
企
画
し
ま
し
た
。

い予に
し定立来
までて年
女する度

u 。講も

ご習会
参を員
加開の
宜 講 皆
しし様
くての
お いお
願 く 役



(6) 平成29年1月

い
つ
も
季
節
を
意
識
し
な
が
ら
、
色
々
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
鈴
木
明
氏
の
切
り
絵
は
、
す
ば
ら
し
い
の
一
言
で
、

他
の
団
体
か
ら
も
展
示
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

市
川
保
治
会
員
の

「
老
鵜
柿
展
」
大
久
保
重
一
会
員

の
「
彼
岸
花
展
」
は
、
頑
聞
な
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

植
物
で
も
生
き
物

E
明

で
す
。

世
話
と
知
J

～
ーi

恵
も
欠
か
せ
ま
せ

m

ん。

止

何
事
も

一
生
懸

圃

命
や
る
こ
と
が
大

切
で
、
健
康
と
生

き
が
い
は
、
そ
ん

な
中
か
ら
生
ま
れ

ま
す
。
充
実
し
た

人
生
を
希
望
し
ま

す。

蒲郡市シルバー人材センター公益社団法人

~s&. 
罰

大久保重一会員 「彼岸花展」

9月23日～10月6日まで

生きがいセンター「菊花展J
11月12日～11月27日まで

市川保治会員 「老弱柿展J
11月15日～11月23日まで

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会

第
五
回
目
の
活
動
報
告

「

J
R
さ
わ
や
か

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
」
に
参
加

三
田
保
美

事
務
局

十

一
月
六
日
、
蒲
郡
駅
を
八
時
に
出

発
、
新
所
原
駅
経
由
で
天
竜
浜
名
湖
鉄

道

・
気
賀
駅
十
時
に
井
伊
直
虎
歴
史
探
訪

コ
l
ス
を
男
女
合
わ
せ
て
十

一
名
が
意

気
揚
々
と
ス
タ
ー
ト
。
井
伊
共
保
出
生
の

井
戸

1
龍
浬
寺
で
は
東
海
の
名
園
を
眺

め
一
息

1
山
城
の
坂
道
を
息
絶
え
絶
え

登
り
、

井
伊
城
跡
で
昼
食
を
と
り
、
実
相

寺
を
巡
り
金
指
駅
ま
で
約

一
万
七
千
歩

の
行
程
で
無
事
完
歩
。
新
所
原

1
豊
橋

λ

議
場

2

1蒲
郡
駅
着
十
五
時

a

十
五
分
で
帰
宅
の

途
に
。
ご
苦
労
様

で
し
た
。

一
お
知
ら
ぜ

一
確
定
申
告
の
時
期
で
す
o

－
配
分
金
収
入
と
所
得
税
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
が
、
平
成
二
十
八
年
に
得
ら

れ
た
総
金
額
は

一
月
二
十
日
ご
ろ
個
人
あ

て
に
事
務
局
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
や

市
役
所
で
説
明
会
や
相
談
会
が
聞
か
れ
ま

す
の
で
（
期
日
場
所
は
市
広
報
な
ど
で
）

そ
の
時
に
説
明
を
受
け
て
下
さ
い
。

こ
の
こ
と
で
、
ご
不
明
な
点
は
事
務
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一G
G
＠
＠

…明
り
ま
L
T

・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

…

会
員
の
皆
様
に
ほ
、

・ご
健
勝
で
新
…

…
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
歩
。

昨
年
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
が
‘安
定
し
…

…
て
推
移
じ
、
七
月
に
は
新
事
業
が
ス
タ
l
…

…
ト
し
ま
し
た
。
順
調
な
一年
で
し
た
。

今
年
は
、
さ
ち
な
る
年
金
の
減
額
や
社
…

…
会
保
障
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
…

…
高
齢
者
に
は
、
か
な
り
厳
し
い
年
と
な
る
…

…
と
怠
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
酉
年
で
す
が
、
…

…鳴
い
て
暮
ら
す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
こ
…

…
そ
シ
ル
）
ハJ
の
存
在
意
義
が
認
識
さ
れ
ま
す
…

…’の
で
、
役
員
p

職
員
一丸
と
な
っ
て
－佐
事

…

…
の
確
保
に
努
力
致
し
ま
す

0

・最
後
に
本
紙
…

…
に
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
深
〈
お
礼
・…

…
申
七
上
げ
ま
す
。

（広
報
部
会）

…


